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　「PF ニュース」からのお知らせ

　平成 24年度からの PF-UAの発足に伴い，PFニュース
はウェブが主体となりましたが，引き続きご愛読を賜り感
謝致します。今後も新しい企画記事の連載など誌面の充実
につとめ，PFニュースをより魅力あるものにしていきま
す。PFニュースウェブページには，冊子版では白黒とな
っている図等もオリジナルのカラーのものを掲載していま
す。ウェブ版もお楽しみ頂ければと思います。
　ウェブ掲載時にはメールでお知らせするシステムも運用
しています。希望される方は，どうぞご登録下さい。PF
ニュースウェブページにフォームを掲載しています（※
KEKの共同利用者支援システムでユーザー登録をされた
皆様には，PFメルマガが配信され，そちらにも PF News
発行のお知らせが載りますので，その方はお知らせメール
の登録は必要ありません）。

PFニュース編集委員一同

　投稿のお願い

【最近の研究から】
　PFで行われた実験，研究の成果をお寄せ下さい。
【建設・改造ビームラインを使って】
　特にビームラインの改良点，他のビームラインとの比較，
　要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】

PFでの実験の成果等が認められ受賞された方，海外放
射光施設に滞在，訪問された方，国際会議等に参加さ
れた方，修士論文等，どうぞご投稿下さい。また PFに
対するご意見等がありましたら是非ご投書下さい。

詳細は事務局または PFニュース HPをご覧下さい。
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編集後記

　ハイインパクトな雑誌に論文を発表しなさい，数多く論
文を発表しなさい，たくさん研究費を獲得しなさい，メデ
ィアでも取り上げられるような注目される研究をしなさ
い，等々。時代や社会からの要請に応じて，多くの研究機
関ではこれらに類することが強く推奨されています。一見
すればそのどれもが間違っていないように見えるため，多
くの研究者もこれらの推奨事項に合わせて研究を進めてい
るように見えます。しかしこれらは研究の目的やゴールな
どではなく，付随的なものと捉えるべきです。研究の目的
やゴールをできるだけ簡単に表現するのであれば「世の役
に立つように良い研究をし，発表すること」でしょうか。
良い研究・成果であったとしてもハイインパクトな雑誌で
取り上げられないかもしれないし，論文一報だとしても価
値あるものかもしれないし，少額の研究費により実施され
た素晴らしい研究かもしれないし，また一見地味に見える
研究かもしれません。結果的に推奨事項のようになれば良
いと思いますが，やはり純粋に「良い研究」実施に向かっ
ていくことがまず重要であり，これは真の意味での人類
社会の持続的発展につながっていくと思います。PFには
そのような研究の推進役であり続けてほしいと思います。
（A.N.）
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